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東奔西走
　　年度が始まりました。入学・進学、就職や引っ越しなどで生
　　活環境が変わったり、何かと慌ただしくなったりするこの時
期。皆さんも体調管理などには気を付け、１年間をスタートさせ
ましょう。（Ｍ . О）
　　業式を迎えた児童、生徒の皆さん、おめでとうございます。
　　式では笑顔にあふれた卒業生を何枚も撮影でき、表紙や記事
に使う写真選びに悩むほどでした。卒業後も素晴らしい思い出を
たくさん築いてくださいね。（Ｄ . Ｙ）

卒
洞爺財田自然体験ハウスふれあい行事洞爺財田自然体験ハウスふれあい行事

「洞爺湖畔散策」でエゾリスを観察する参加者「洞爺湖畔散策」でエゾリスを観察する参加者
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たいむとらべるとうやこ

～洞爺湖町の歴史を振り返ります～

　
　
０
１
3
（
平
成
25
）
年
10
月

　
　
19
日
、
津
波
を
想
定
し
た
住

民
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
町

が
前
年
に
作
成
し
全
戸
配
布
し
た

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
基
に
避

難
訓
練
を
実
施
。
浸
水
予
測
地
域

に
入
っ
て
い
る
虻
田
、
入
江
地
区

の
一
部
か
ら
約
1
4
0
人
が
参
加

し
、
自
宅
か
ら
指
定
避
難
所
ま
で

の
経
路
の
確
認
や
避
難
に
要
し
た

時
間
な
ど
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
10
時
に
十
勝
沖
を
震

源
と
す
る
震
度
５
の
地
震
が
発

生
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
が
防
災
行
政
無
線
で
告
げ
ら

れ
訓
練
を
開
始
。
住
民
は
、
虻
田

小
学
校
体
育
館
、
母
と
子
の
館
な

ど
４
か
所
の
指
定
避
難
所
ま
で
徒

歩
で
避
難
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
消
防
機
関
と
連

携
し
、
自
力
歩
行
が
困
難
と
思
わ

れ
る
要
支
援
者
の
搬
送
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
後
は
、
伊
達
警
察
署
防
災

担
当
者
か
ら
の
防
災
講
話
や
東
日

本
大
震
災
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、

津
波
が
起
こ
る
仕
組
み
や
防
災
へ

の
心
構
え
な
ど
を
学
び
、
改
め
て

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。 ２

津波避難訓練実施
太平洋沿岸部への津波災害

を想定し、洞爺湖町防災計画
に基づいた地域における防災
対策の強化および意識の高揚
を図ることを目的に住民参加
型の避難訓練を実施しまし
た。

ワンショット今月の

出動要請を受けて要援護者を搬送する救急車出動要請を受けて要援護者を搬送する救急車

津波を想定した住民避難訓練実施

新

防災講話で東日本大震災の DVDを鑑賞する参加者防災講話で東日本大震災の DVDを鑑賞する参加者


